
ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　11　番 向山　章

行政

新年度予算

農業行政

商工業

予防接種

教育行政 教育委員会制度改正による町教育大綱について

新年度の教育方針、基本方針

第5次振興計画との整合について

○　町長就任一年、町政のリーダーとしての想いは

　1)　公約実現に向けての実施状況

　2)　未来委員会の進め方の町長の思い

　3)　農業応援団の取り組み

　4)　役場組織体制の改革

1)　予算編成方針と5次振興計画との整合性について

2)　予算規模

3)　重点施策

4)　公約にない新たな事業の考え

5)　国・県の経済対策を受けての事業計画

　TPPの国内対策で農業が焦点となる。5年前に比べ農業就業人口、平
均年齢
　耕作されていない耕作放棄地の実態と対策

町内の企業の経営状況は厳しい状況が続いている
　町としての支援策

子宮けいがんワクチンの予防接種の再開について

平成27年　12月議会　一般質問通告書

質問順位　1　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　3　番 下原　甲子人

1　平成28年度予算編成に
　ついて

2　伊北インター付近の渋
　滞解消について

3　定住自立圏形成協定に
　ついて

４　一般行政・その他

＊　本年度当初予算比5％削減目標と諸施策

　１　大型事業の予算・取り組み（保育園等）

　２　公共施設の耐震改修・統廃合・活用策（産業会館・ふれあい会館・
　　健康センター・町民プール・老朽化対策・ｅｔｃ）

　３　実質公債・将来負担比率の予測推移

平成27年　12月議会　一般質問通告書

質問順位　2　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨

＊　春日街道延伸策の進捗状況

＊　東西線入り口の右折専用信号機設置は

＊　バイパス四車線化取り組み状況

＊　協定内容と共生ビジョン策定方法

＊　連絡協議会内容と具体的役割は

＊　議会・町民の周知とニーズの把握反映策

＊　町内駅伝大会について

＊　行政委員会（非常勤特別職）報酬の現況

＊　学校教育（各種大会の活躍・就学援助・イジメや暴力等の現状と対
　処法）
＊　箕輪ダム湖小水力発電計画について



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　2　番 大槻　金吾

1　町長就任1年が経過し
　たが

2　地域医療について

3　交通安全対策について

4　保育園園庭の芝生化
　について

5　公園遊具について

6　子どものネット利用につ
　いて

7　ＡＥＤについて

①　三日町保育園、沢保育園の園庭芝生化は検討されているか

平成27年　12月議会　一般質問通告書

質問順位　3　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨

①　就任満1年どのような感想か

②　公約に対しての実現度は

③　今後力を入れたい事は

①　東部診療所の今後の方針

②　北部診療所の再開について

①　児童通学路の安全対策

②　グリーンベルトの設置

③　県道南小河内、松島停車場線の横断歩道の設置と、ドットライン

①　子供のインターネット利用に関して保護者への啓発は

①　ながた自然公園へ大型遊具を

②　遊具の老朽化対策

①　ＡＥＤの管理は適正か



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　13　番 唐澤　敏

1　農業の振興や農地の
　保全について

2　循環型社会の構築や
　環境問題への対応に
　ついて

3　「第五次振興計画」と
　「まち・ひと・しごと総合
　戦略」について

4　大沢線周辺の交通安
　全対策について

○　厳しい情況のなかで、農業の活性化をどのように図っていくか

　(1)　TPP（環太平洋パートナーシップ協定）の大筋合意による、農業
　　への影響と今後の対応について
　(2)　営農組合組織や遊休農地活用団体等の活動と支援策について
　(3)　「地産地消や六次産業化の推進」が課題とされるなかで、にこりこ
　　・にこり工場・体験農園などの位置づけと将来像について
　(4)　地域おこし協力隊・アンテナショップ・グリーンツーリズムなどに係
　　る諸施策について
　(5)　伊那谷アグリイノベーション推進機構との係わりについて
　(6)　第五次振興計画における、農業分野での取り組みの方向性や施
　　策と旧振興計画との接続についての所見

○　地球温暖化対策が迫られるなかで、自然エネルギーの活用などに
　どう取り組んでいくか

　(1)　「みのわ自然エネルギー体験フェスタ」の成果と課題について
　(2)　フェスタ当日のアンケート調査のまとめと対応について
　(3)　森林資源の活用のための具体的な施策について（薪の供給体制
　　の整備や薪割り機レンタルなど）
　(4)　「箕輪町地域新エネルギービジョン報告書」（平成17年2月）につ
　　いての所見
　(5)　町のごみ処理計画と長野県の「チャレンジ800」事業についての
　　見解
　(6)　「クリーンセンター八乙女への一本化」と「最終処分場活用」につ
　　いて

○　町発足60周年の節目を見据えて、今後の展望をどう創り出していて
　いくか

　(1)　計画・戦略策定の現段階における、中長期計画編成についての
　　所見
　(2)　伊那谷ひいては信州における箕輪町のプレゼンス（存在感・立ち
　　位置）について
　(3)　計画の遂行課程における、評価についての制度設計と運用面で
　　の課題について

○　町道51・52号線道路改良事業および沢保育園の新築にともない、
　安全性や利便性をどうに確保していくか

　(1)　工事期間中の安全対策や交通規制等について
　(2)　道路改良後における通学・通園路などの安全対策と車両の通行
　　について
　(3)　国道153号線と大沢線との交差点の改善・改良について

平成27年　12月議会　一般質問通告書

質問順位　4　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　5　番 小島　常男

1　まち・ひと・しごと総合
　戦略から

2　防災無線について

3　町の将来の財政指標

4　町のＰＲ

・　交流人口増加策（都市農村交流・景観形成）考え

・　町の特長を活かすべき工業製造品出荷額郡内1位（工業の特長業種）

・　商工業者の新築、改修～技術支援

・　働く場所の確保（企業誘致・事業拡大支援）

・　農工商連携による6次化ネットワークの考え

・　企業振興相談員の配置

・　区・常会（自治会）加入促進

・　新たなスポーツイベントの実施、誘致

・　移住定住促進、パンフレット等活用

・　下条村に学んで

平成27年　12月議会　一般質問通告書

質問順位　5　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨

・　町の歴史、文化、自然
　　　教育に取り入れは

・　難聴地域解消に調査改善を

・　沢・木下保育園整備と図書館建設後の財政状況の想定は



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　14　番 岡田　建二朗

1　共通番号制度について

２　第5次振興計画におけ
　る林業施策について

３　子育て支援策について

４　住宅・商店リフォーム助
　成制度について

５　文化財の保全について

平成27年　12月議会　一般質問通告書

質問順位　6　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨

1　個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例制定につ
　いて、制度の運用上、懸念されている事項について

1　第4次振興計画における林業施策の評価と、第5次振興計画で目
　指す林業施策の基本と目標について

1　保育料の軽減など、子育て支援策のさらなる充実について

2　遊具のある公園施設整備と園庭利用について

1　住宅リフォーム助成制度の利用実績及び評価と、今後の施策につ
　いて

2　商店リフォーム助成制度の利用実績及び評価と、今後の施策につ
　いて

1　松島大墓古墳の保全について



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　12　番 釜屋　美春

1　地方創生総合戦略

2　地域包括ケアシステム
　について

3　がん対策について

1　障がい者用駐車場に
　ついて

(1)　地域包括支援センターの役割

(2)　地域住民のニーズの把握と地域の特性に合った支え合いの体制
　づくりは

(3)　行政と社協の連携について

(4)　医療と介護の連携について
　　　　東部診療所・北部診療所

(1)　がん検診の受診率の推移と発見率

(2)　がん検診無料クーポンの利用率の推移と効果

(3)　受信勧奨（コールリコール）のあり方、効果は

(4)　土日、祝日、平日の夜間等多様な受診体制は

(5)　各種がん検診とのセット検診を

(1)　パーキングパーミット制度導入について

(2)　住民周知や企業への啓発について

(3)　思いやり駐車場の拡大について

(4)　文化センター駐車場について

(1)　箕輪町の総合戦略の概要は

(2)　総合戦略と「地方創生加速化交付金」を対象として検討している
　事業は

平成27年　12月議会　一般質問通告書

質問順位　7　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　4　番 松本　五郎

1　医療体制について

２　介護保険制度について

3　定住自立圏について

4　除雪対策について

平成27年　12月議会　一般質問通告書

質問順位　8　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨

1　医療の充実と病床確保を。
　　政府は6月に社会保障制度改革推進本部の専門調査会に2025年
　度の病床推計を公表した。現在より16万～20万床減らす目標を示し
　ている。
　　長野県は10か所の医療圏に分かれていますが、箕輪町が関わって
　いる上伊那医療圏はお隣の諏訪医療圏に対して、人口が15,000人
　違うだけで基準病床数が452床減少している。県は病床数削減に向
　けて動き出しているが、箕輪町の対応は

2　基準病床数を増やすための取り組みについて

3　第6次長野県保健医療計画の医療圏別の保健医療従事者の中で、
　人口10万人当たりの医師数が、上伊那医療圏は低いほうから2番目、
　医師不足対策の上伊那医療圏全体での取り組みと、箕輪町の対応
　策は

４　東部診療所が来年の3月で当面休診としているが、医師が減少す
　る。対応策は

1　空き家バンクへの登録促進事業の検討及び実施とあるが、移住する
　方は「子供の将来のこと」「老後のこと」と一大決心をして家族で移住
　するので、家財道具搬出、清掃、空き家の改修費用に助成金制度を

2　箕輪町・南箕輪村・伊那市の3市町村を縦断するバス路線、コミュニ
　ティバス運行ルートの進捗状況は

3　コミュニティバス体制と住民意見や要望の取りまとめは

1　緊急を要する医療施設の周辺道路を冬の期間は患者が多いため安
　全・安心なまちづくりのため、「除雪対策計画」の優先重点路線に

1　介護報酬引き下げで、介護施設が危機感を感じている。小規模な
　介護事業所は9％とか10％と減収率が高い。各事業所の生の声を聞
　いて対策を。



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　9　番 小出嶋　文雄

1　平成28年度予算編成
　方針について

2　東部診療所休診につ
　いて

3　ゾーン30の交通安全
　対策について

4　地域介護支援体制の
　整備について

(1)　基本的な考えについて

(2)　まち・ひと・しごと総合戦略の予算化の考え方

(3)　第5次振興計画の初年度としての取り組みの考え方

・　地域での組織、人材の育成について

・　地区社協の体制の充実について

・　町の支援について

(1)　町の医療体制として今後の再開の考え方について

(2)　公的診療所医師の診療方針と患者の対応について考え方

ゾーン30内の通園通学路の安全の規制と安全対策徹底について

　・　現状対応について

　・　今後の対応について

平成27年　12月議会　一般質問通告書

質問順位　9　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　10　番 伊藤　隆

1　町公共施設（振興公社）
　等の物品（食品含む）の
　仕入れ先について

2　60周年記念事業につ
　いて

3　税金の無駄遣いにつ
　いて

4　ながた荘の利用拡大と
　サービスについて

5　坂井第二踏切と東西道
　路について

6　広域消防による救急車
　の対応について

　町の公共施設での備品・燃料・食品・飲料等の仕入が町外業者より
多く仕入れられていると言うがどうして町内の業者を利用せずに町外
業者を利用するのか？
　また、誰がそのように指示をしているのか？

平成27年　12月議会　一般質問通告書

質問順位　10　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨

　60周年記念事業は無事終了することができて関係者の方々は大変
ご苦労様でした。町民の声で一つだけ事業の中でふれあいの旅の日
程がまずいとの不満の声が多くあったので、今後このような行事につ
いては日程等の考慮をするべきだと思うが。

　会計検査院の報告に官庁や政府出資法人に対する税金の無駄遣
いがあった。町でも障がい者自立支援給付金の無駄遣いがあったと
新聞等で指摘があったがどの様に対応したのか。

　ながた荘での昼食ができないとの利用者からの声が多いが昼食を出
すサービスができないか。

　9月末より10月にかけて産業道路より西へ40ｍの工事が終わり道路
が広くなったが生山医院入口より西の線路までの間が側溝が開いてい
て車の脱輪があるので危険との指摘が住民よりあるが、引き続き工事が
できないものか。また、小中学生の通学路ですので早く踏切の歩道だけ
でも付けられないか？

　119番通報による救急車の手配をお願いするのに相当時間がかかっ
たり、場所の説明に時間がかかりすぎて現場へ来るのに時間がかかり
すぎだが何とかならないのか。



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　1　番 唐澤　千洋

1　一般行政

2　農業行政

3　一般行政

4　森林行政

5　道路行政

(1)　第5次振興計画と平成28年度予算について
　ア　10年後の人口24,800人を目標とするまちづくりの基本とは何か。
　イ　就任1年を振り返る報道機関の取材に対し、保育料、学童クラブの
　　保護者負担の軽減をはじめとする、子育て環境の整備を掲げている。
　　その具体策は。
　ウ　木下保育園建設以降の建設計画はまだ具体的に示されていない。
　　上古田保育園への通園は県道与地辰野線が主要路線である。
　　　これらを想定した保育園建設場所が理想とするが、住宅建設が進
　　めば不可能となる。地域では将来構想の早期具体化を求めているが。
　エ　空き家対策の調査に乗り出したが、空き家を活かす方法もあると考
　　える。豪農の民家、商家などを活用した歴史や文化を博物館学に沿
　　って展示を図ることで、静かな観光資源として生かすことができると
　　考える。伊那市など地元による展示・管理運営方法もある。町長の
　　地域おこし、生きがい対策の考えは。
　オ　地方創生交付金に外れた要因は何か。

箕輪町農業の将来像は
　　基幹産業であった箕輪町農業が国際情勢、日本農業の規模的弱さ
　から、就業人口の減少は生産減少、といったシナリオの中、TPPの大
　筋合意を受けて更に厳しい状況に追いやられる。
　　こうした現状を踏まえ、箕輪町農業の今後の振興策はどうあるのか。
　　ア　箕輪町農業の振興策は
　　イ　町のTPPへの具体的保護策は

１　町有林、財産区有林、私有林の総合的間伐整備計画を
　　戦後の森林整備が町有林、財産区有林、私有林とともに除間伐作
　業が遅れている。
　　各区役員も短期で変わり、区ごと理想とする森林整備計画が建てら
　れない実情にある。
　　森林税が制度化されていることで整備を進めるチャンスと考える。計
　画策定、作業委託、財政支援など総合的に区などの指導をすべきで
　は。
2　霧澤山の現状を把握しているのか。

除雪対策について
　　各区の除雪作業は区内のボランティアのよるところが多い。
　　西部の山間部の降雪量を考慮した除雪交付金の創設を図るべきと
　考えるが。

平成27年　12月議会　一般質問通告書

質問順位　11　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨

高速バスの時間短縮対策は
　　高速バスの名古屋線、大阪線について箕輪町始発ルート確保のた
　めの歴史的経緯はある。
　　この2路線は箕輪、駒ケ根間は高速バスが一旦伊那市、駒ケ根市の
　市街地を経由して、駒ケ根ＩＣで中央道に乗り、名古屋、大阪方面に
　向かう。この間40分以上の時間を必要とする。
　　リニア新時代を考慮する伊那谷の道路整備が進む中で、この点の
　みが時代遅れの感がある。中京・阪神圏域との時間的距離を短縮す
　ることがビジネスチャンスと考え、乗車場所の改善はできないのか。



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　7　番 荻原　省三

1　子育て支援

2　TPP問題

①　これからの保育士確保について現状だと大変だと伺っているが、
　これからの確保に対する考えを伺いたい。

②　母子、父子家庭に対する町の対応

③　上下水道料金の軽減について

④　給食費の軽減について

①　TPP（環太平洋連携協定）が大筋合意されたが農業振興のために
　　町の対応としてどのように考えているか。

平成27年　12月議会　一般質問通告書

質問順位　12　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　6　番　 中澤　清明

1　新年度予算調製

2　長田地区排水側溝整備

3　教育行政

平成27年　12月議会　一般質問通告書

質問順位　13　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨

・　事務事業の検証評価の結果

・　予算編成方針

・　絆づくり事業の取組み

・　白鳥カラーの出し方

・　側溝の現状と住民要望

・　地区住民の認識

・　今後の整備計画

・　教育事業新コンセプトフレーズの検討



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　8　番 浦野　正雄

１　人口減対策について

２　空き家対策について

３　健康診断について

４　中学生の海外研修に
　ついて

平成27年　12月議会　一般質問通告書

(1)　第5次振興計画の中で、2025年の人口規模を24,800人以上とする
　ことを目標としているが、人口推計から見て相当な努力が必要だと思
　われる。具体的な施策は。
(2)　全国的に田舎暮らしを希望する人への支援体制が広がっている。
　例えば住宅取得や改装費に係る補助、生活費の支給、10年間米プ
　レゼント等である。
　　人口減対策の一つとして検討してはどうか。
(3)　「見知らぬ土地でいきなり暮らすのは不安」という人のための「移住
　体験ツアー」に宿泊代や交通費を補助したり、移住する前に一定期
　間住んでみる「お試し住宅」を移住希望者に貸しているところもある。
　検討してはどうか。

(1)　特定健診の受診率と、受診率を上げるための施策は。
(2)　鹿児島市では受診率を上げるため、検診を受けると定期預金金利
　を0.2％上乗せするという覚書を地元信用組合との間で結んだそうで
　ある。また「検診を受けてソウルへ行こう！」キャンペーンを展開した町
　もある。
　　検診率を上げるため、思い切った施策を講じる必要があるのではな
　いか。
(3)　厚生労働省の「がん検診のあり方に関する検討会」では、本年7月
　に市町村が行う胃がん検診に新たに内視鏡検査の追加を提言した。
　Ｘ線検査より胃がん発見率が高い、「胃カメラ」による検診を取り入れ
　たらどうか。

件　　　名

質問順位　14　番 箕輪町議会議員　

質問の要旨

(1)　上伊那郡内の4市町村と合同でニュージーランドへの研修（ホーム
　ステイ）を実施しているが、本年度は最少催行人員に達せず中止にな
　ったそうである。
　　以前からばらつきがあったが、ここ数年の市町村ごとの参加希望人
　員は。
(2)　参加者が少ない要因として、個人負担が多い（19万円）点があると
　推察される。
　　多くの中学生に海外生活を体験させるため、研修費用が格段に安
　いマレーシア等への変更を検討してはどうか。

(1)　現在空き家に関する条例を上程中であり、様々な対策を講じること
　としているが、利活用についての具体的方策は。
(2)　宮崎市では、空き家に移り住もうとする新婚世帯に対し、家賃や購
　入費、修繕費を補助するそうである。また、危険度の高い特定空き家
　を解体する場合、50万円を限度に補助するとしている。
　　空き家の有効な利活用及び生活環境の保全のため検討してはどう
　か。
(3)　鳥取県日南町では、特定空き家対策として解体費用の一部を助成
　するほか、家屋を撤去し、更地にしても固定資産税の課税基準の特
　例を10年間据え置くことにしたそうである。
　　国では除去等の勧告が出された場合、優遇税制除外を行おうとして
　いるが、消極策ではないか。
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